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異なる垂直的営巣環境におけるムクドリ

Sturnus cineraceus Temminckの

繁殖成績とヒナの生長本

斉藤 隆料肥後睦輝*紳榊原茂樹同

Nestling Survival and Growth of Grey Starlings (Sturnus 
cineraceus Temminck) in Nest Boxes Set at 
Different Heights and Directio自主

By 

Takashi SAITOH**， Mutsuki HlGo柿*
and Shigeki SAKAKIBARA料*

はじめに

鳥類の生態を知る方法として，巣箱を使った調査はふるくから行われi生活史を明らかに

することをはじめ個体群動態学や行動学的研究で多くの成果をあげてきた (LACK1954， KREBS 

1971，など)。これらの研究では，植生や人為的条件などの環境条件が水平的にとらえられてお

り，垂直的環境条件が与える影響は調査されてこなかった。

この報告は天然広葉樹林内に設置されている林冠観測塔を使い，異なる垂直的営巣環境に

おけるムクドリ (Sturnuscineraceus TEMMINCK)の繁殖成績とヒナの生長過程を調べ，繁殖の

成功に係わる条件を考察した。

本論に先立ち，北海道大学苫小牧地方演習林で調査の便宜をはかつて下さった同演習林教

職員各位に感謝の意を表する。また，本文を校閲あるいは助言して下さった同演習林の石城謙

吉博士，農林水産省農業研究センターの松岡茂博士，北海道大学農学部の阿部永博士，綿貫豊

氏， 日野輝明氏に御礼申し上げる。

材料と方法

調査は， 1983年5月9日から同年6月11日まで， 北海道苫小牧市郊外にある北海道大学
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料 北海道大学農学部応用動物学教室

料 Instituteof Applied Zoology， Faculty of Agriculture， Hokkaido University. 
キ*キ 北海道大学農学部造林学教室

料*Laboratory of Silviculture， Faculty of Agriculture， Hokkaido University. 



588 北海道大学農学部演習林研究報告第42巻第3号

農学部苫小牧地方演習林で，林冠観測塔を使用して行った。観測塔はミズナラ (Quercusmon-

golica var. gr万'sseserrata)，ヤマモミジ (Ace1・μlmatumv町 .m.atsu1lUtrae)などが優占する天

然広葉樹林中にあり，高さは約 31m，4層構造になっている。巣箱は2階から 4階までの各階

に，それぞれ8個 (2階は6個)を2個ずつ組み合わせて配置した (Fig.1)。巣箱の間隔は各組

内で約0.45m，組問では約5.3mである。巣箱は3Sx38x39cmの木製で，出入口の口径は

40 mm， 60 mm， 78 mm， 100 mm， 150 mmの5種類があり， それぞれ Table1のように置い

た。巣箱の後部板 (33x32cm)は簡単に外すことができ，観察と計測は毎日この板を外して

行った。
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3 

Fig. 1. 

7 

8 

The forest observation tower in Tomakomai Experiment Forest and the 
locations of nest boxes. The left figure shows the locations of nest boxes 
i且 thesecond and the 4th il.oor， and those in the third il.oor move to the 
neighbor corners of the left side. Arabic numerals are nest box numbers. 

Table 1. The size and direction of entrance， and utility of each nest 
box.“+" shows the use by grey starlings 

Direction South-East South-West North-West North-East 

2nd il.oor Nest No. II-1 II-3 II -4 II-5 II-A> II-7 

Size (mm) 1∞ 60 78 1∞ 1∞ 78 
Use + + + 

Nest No. 1[-1 1[-2 1[-3 1[-4 1[-5 1[-A> 1[-7 1[-8 

3rd soor Size (mm) 1∞ 78 60 回 100 1∞ 60 78 
Use + + + + 

Nest No. IV-l IV-2 IV-3 IV-4 IV-5 IV--6 IV-7 IV-8 

4th floor Size (mm) 60 1∞ 40 60 78 150 60 60 

Use + + + 十
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ヒナの体重はふ化後2日目まで上皿天秤で0.1gまで測定し，それ以後はさおばかりを使

って O.5g単位で計測した。個体識別は，ふ化直後には腹部にマジックインクで番号を書き込

み，東j し毛が生え始めるふ化後 5~6 日目以後は脚にカラーリングを付けて識別した。

観測塔の巣箱は晩秋から冬期にかけ，ヤマゲラ (PicuscallUS jessoensis)がねぐらとして使

うことがあるが (MATSUOKA & KOJIMA 1979)，春期繁殖用としてはムクドリがほぼ占有した。

調査期間中にゴジュウカラ (Sittaeuro拘eaamurensis)が営巣を試みたが，産卵しただけで，

ふ化には至らなかった。

結果

観測塔に設置されている 22個の巣箱のうちムクドリに利用されたのは 11個で， Table 2 

にその状況を示した。利用された巣箱教は 3，4階で4個 2階は3個で， 利用率は各階とも

Table 2. Clutch size， broood size number of chicks sedged date 
of hutch and nest1ing period in each nest box 

Direction S E SW  NW  NE 

-5 ll-7 

7 

7 

3 

19-20 17-18 17-19 

May May May 

21-23 22-24 23-24 

N-3 N-5 N-7 

8 9 8 

6 6 7 

5 6 4 

18-19 17 17 

May May May 

21-22 19-21 19 

IV-4 IV-5 IV-7 

9 5 9 

9 5 8 

7 5 5 

18ー20 18 17-18 

May May お1:ay

22-23 21-22 22-25 

8.1 7.3 8.0 

7.3 6.0 7.3 

6.0 5.3 4.0 

Nest Number ll-3 II 

Cluctch size 7 
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Chicks fledged 6 

Date of hatch 
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50%だった (2階の巣箱番号・ II-1では9卵産卵されたが，放棄された)。各階内での利用状況

をみると，各組内の2巣がいずれも利用された例はなし隣接した利用巣箱とは最低でも約

5.3mの距離があり，ある程度の排他性が示唆された。 また，巣箱の出入り口の口径に選好性

がみられ， 60 mm， 80 mm， 100 mmの3タイプが利用され，口径40mmと150mmの巣箱は

利用きれなかった。

各巣箱のふ化日，巣立ち日数，産卵数，ふ化数，巣立ち数を Table2に示した。最も早い

ふ化日は5月16日，最も遅いふ化日は5月20日，最も早い巣立ち日は6月3日，最も遅い巣

立ち日は6月10日で， この地域での第1回繁殖はこの期間に集中すると考えられた。第2回

繁殖についての知見は調査期聞が短かったために得られなかった。

一腹卵数，一巣あたりのふ化数(ふ化数)，ー巣あたりの巣立ち数(巣立ち数)の平均は，全

体でそれぞれ8.0個， 7.2個体， 5.5個体で，ふ化率は89.8%，巣立ち率は68.2%であった。各

巣聞での変異をまず各階間で比較してみよう。一腹卵数は多少ぱらつきがあるものの有意な違

いは認められず，ふ化数の変異も少なかった。これに比べ巣立ち数は有意な差で、はなかったも

のの 2階でじゃっかん少ない傾向がみられた (F.= 0.632~ F.邸[2，8j =4.46)。 次に巣の向きべ

つに比較してみる。これも一腹卵数にはあまり違いはなく，ふ化数も北西方向でわずかに少な

いようであったがはっきりした傾向はみられなかった。一方，繁殖成功に係わる最も直接的な

値である巣立ち数には一定した傾向がみられた。分散分析による検定では有意性はみられなか

ったものの(凡=4.221くF.os[3，7] =4.35)， どの階でも北東方向の巣の巣立ち数が少なかった。

この方向の巣の産卵数は他の方向と変らなかったので，巣立ち率が低いことになり，北東方向

は50%，他の方向は75%で有意な差が認められた (G・test，G=4.7088， P<0.05)。

これらの結果から北東方向の巣の巣立ち数の少なさは産卵数やふ化数に原因があるのでは

なく，巣立ち率，つまり育雛過程に違いがあったためであることがわかる。この違いがどのよ

うに現れるかを知るためにヒナの生長過程をみてみよう。ふ化から巣立つまでの日数を Fig.2

に示した。最短日数で巣立った例は 19日，最長日数は25日であったが， 22日に著しく集中し

全体の約半数 (47.5%)の個体がこの日数で巣立った。しかし，繁殖成績の悪かった北東方向の

巣をみると，中央値よりも両側にずれ，生長過程が平均的傾向を示さなかったことが明らかで

あった。

生長過程を記載するにはふつう生長曲線が用いられる。ここで、は一般的な特徴をつかむた

めに最も多くの個体が要した巣立ち日数を標準と考え， 巣立ち日数が22日であった個体の平

均値，最大値，最小値を 1日ごとに示して標準生長曲線とした (Fig.3)。 ふ化直後の個体は約

5gで， 10日目ごろまで直線的に生長し50g以上に達する。その後，生長の速度はにぶり，ゆ

っくりとした増加を続け， 20日目にピークを迎えた。ここまでは，生長曲線で一般にいわれる

s-字型であるが 20日目のピーク以後は一般型とは異なりわずかながら減少し， その後に巣
立った。 このようなピークを持つ生長曲線は，採餌のため長時間飛行する種(海鳥，アマツバ



541 (斉藤・肥後・榊原)ムクドリの繁殖

301 

巴
φ
O
E
コZ

101 

Nest(ing period 

Frequencies of nestling period (days) of grey starlings. Shaded 
area indicates the data on the north-east nest boxes and open 

area the data on the other nest boxes. 

¥ 

Fig.2. 

"‘、
.g) 601 
吋ド4

.J:. 

~ 501 
玄

会4
o 
m 
30 

20 

10 

10 

Days 

Standard growth-curve of body weight (g) for nestling grey starlings 

(nestling period 22 days). Curves indicates the mean body weight， 
vertical lines the range of variation. 

5 

Fig. 3. 



M2 北海道大学食学部演習林研究報告 第42巻第3号

メ，ツパメ類)のほか多くの鳥類で報告されている(黒田 1957，橋本未発表， RICKLEFS 1968， 

O'CONNOR 1977， GILL 1980)。ヒナの体重のピーク時と巣立ち時を平均値で比較するとそれぞ

れ66.19gと63.98gで，巣立ち時には2.21g， 3.45%減少した。 この値はイエスズメ (Passer

domesticus)の10.4%，アオガラ (Paruscaeruleus)の4.4%(O'CONNOR 1977)，ムシクイの一

種 (Gerygoneigata)の4.2%(GILL 1980)に比べて低く，橋本(未発表)が指摘するように巣
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立ち後の活動性に関連が求められるかもしれない。

ムクドリの生長過程の一般的特徴は以上のようにとらえられるが，この標準型に対し，繁

殖成繊の悪かった巣は，どのような生長過程をたどったのだろうか。北東方向の巣でふ化した

個体の生長過程をそれぞれ標準生長曲線と比較した (Fig.4)。巣箱番号.II-7ではふ化直後の

体重は標準と変らず，その後も順調に生長したが， 10日目過ぎから同腹ヒナ間での変異が広が

り始め，生長の遅れた4個体が17日目から 21日目までに死亡した。巣箱番号・ 1II-7では育

雛の最終段階まで標準とあまり違わずに生長を続けたが， 17日目以後全個体の体重が減少を始

め， 18日目と 19日目に突然3個体が死亡した。他の個体は標準よりも 3日早く巣立ち，その

体重は平均値で約 11.5g少なかった。 巣箱番号・ IV-7はふ化が1日遅れた2個体が生長の初

期 (6日目と 8日目)に死亡し，外見上は順調に生育していた他の 1個体が9日目に死亡した。

巣立った個体は生長に要した日数が長く， 5個体中3個体が25日聞かかった。

このように繁殖成績の悪かった北東方向の 3巣では，標準型とは異なった生長経過がみら

れたが，生長の初期，中期，後期に死亡が起こるなどその変異の方向は3巣それぞれで異って

いた。

考察

ムクドリの繁殖生態は関東地方において黒田によって調べられ，一般的な特徴はすでにと

らえられているが(黒田 1955，1956， 1957， 1959， KURODA 1964)，地理的な変異は明らかにさ

れていない。このため，北方地域での一般的な繁殖生態を記載する必要があるが，本報告は調

査期聞が限られていたため，全体的な比較はできない。ー臆卵数，ふ化数，巣立ち数に限って

論議する。 KURODA(1964)によるとムクドリの一腹卵数は農地で5偲，市街地で6個が多いが，

今調査では8個の巣が多く，平均値もまた8.0であった。一腹卵数の影響のためか，ふ化数，

巣立ち数とも関東地方の値は本調査結果よりも低く，それぞれの平均値は4.25，2.56であり(黒

田1956)，地域差が大きいと考えられる。 これに対し生長は関東地方の方が早くまた上限も高

かった。 ふ化時の体重は両地域で違いはみられず， 生長曲線の型も同じで巣立ち前に体重の

ピークを持ったがピーク時と巣立ち時の体重は関東地方で77.4gと73.9gであったのに対し

(黒田 1959)，今回の結果のそれらは， 66.19 g， 63.98 gと約10gも小さかった。また体重のピー

グ時と巣立ち時の日齢は関東地方で15"-'却日齢と 19"-'22日齢であったのに対し，今回の結果

はそれぞれ19--20日齢と 22日齢付近であり，体重の少ない本結果の方が齢が高い傾向がみら

れ，ヒナの生長速度は関東地方の方が速いことになる。これらは北海道地域での一腹卵数，フ

化数，巣立ち数の多数化と表裏一体の関係があり，関東地方では「少産大型化」的，また北海

道地方では「多産小型イヒ」的な繁殖生態に特殊化していることを暗示しており，繁殖生態が地

域によって異る可能性が強い。このような高緯度化にともなう一腹卵数の増加は，ホオジロ属

(Emberiza)， オタテカ網モ属 (Oxyura)など多くの鳥類で報告されており (LACK1954， CODY 
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1966)， 日長，競争， 捕食を要因とする仮説が提出されている(ピアンカ 1980)。 このうち「捕

食説」は，巣をおそう捕食者から比較的安全を保証されている樹洞営巣性の鳥類では高緯度化

にともなう一腹卵数の増加がみられないことを根拠のひとつにしているが，ムクドリは樹洞に

営巣するため今回の結果は「捕食説」を支持しないことになる。

一方，緯度ばかりではなく生息環境も以上のパラメーターに影響するといわれており，地

理的な変異を比較する場合，環境条件についても十分に注意しなければならない。今回の調査

は黒田 (1959)，KURODA (1964)の調査地(農地と市街地)と異なり，森林一林縁環境で行った

ため，地理的要因と環境要因を分離することはできない。今後はこれらの要因に十分留意して，

さらに多くの地方(緯度)で調査することが望まれる。

KURODA (1964)は農地と市街地での産卵教などの違いに食物条件を重視したが，樹洞性の

鳥類の場合，営巣可能な樹洞数も繁殖に大きく影響するといわれている。樹洞は樹木の幹に形

成されるのであるから，その高さの範囲は樹高によって制限される。自然状態でムグドリは樹

高以上に高い場所には営巣したくともできないため，垂直条件に対する営巣能力はほとんど知

られていなかった。本報告で使用した観測塔周辺には，老齢，壮齢の広葉樹が枝を伸ばしてい

るが，林冠は観測塔の 3階部分に達するのがせいぜ、いであり 4階部分は自然条件では供給不

可能な高さにある営巣資源といえる。この条件に対しムクドリは，巣箱の利用率，繁殖成績と

も他の階に劣らず，この程度の高層条件ならば，利用に際しほとんど障害にならないと考えら

れた。

これに対し，巣箱の方向別の比較では，北東方向の巣の繁殖成績が悪いという傾向があっ

た。この原因は巣立ち率の低下にあり，ヒナの生長が標準個体よりも劣っていたことは間違い

ないが， ヒナの死亡過程や生長過程に標準個体と一定した違いがみられず，その要因を明らか

にすることはで、きなかった。今後は親鳥の給餌頻度，採餌場での親鳥の優劣関係，気温， 日照

条件などを調べ，繁殖の成功に係わる要因を探っていく必要がある。

要約

北海道苫小牧市にある北海道大学農学部苫小牧地方演習林で， 高さ約31mの林冠観測塔

に設置した巣箱22個を使い， 1983年5月9日から同年6月11日まで， ムクドリ (Sturnus

cineraceus TEMMINCK)の繁殖成績とヒナの生長過程を調査した。

(1) 営巣率，一腹卵数，ー巣あたりのふ化数，一巣ふたりの巣立ち数は2階(地上約 11m)，

3階(同約 18m)，4階(同約25m)部の巣箱で変らず， 自然環境では供給されない高さの営巣

資源も，ムクドりは障害なく利用した。

(2) 繁殖成績に差がみられたのは巣箱の向く方角で，北東方向の巣の巣立ち数が他の方角

の巣よりも少なく，巣立ち率が有意に低かった。

(3) ヒナの体重はふ化後 10日目まで1日あたり約6gで直線的に増加し，その後増加率
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はにぶるが1日あたり O.8gの率でふえ続けて却日目にピークを迎え，巣立ち時点 (22日目)

ではピーク時より 3.45%減少した。

(4) 繁殖成績の悪かった巣(北東方向)の巣立ち日数は， 標準からはずれ， ヒナの生長過

程も他の方角の巣と違った。しかし，その変異の方向には一定した傾向はみられなかった。

(5) 一腹卵数，ー巣あたりのふ化数，ー巣あたりの巣立ち数は関東地方の値よりも今回の

結果の方が高かった。また，ヒナの生長速度は今回の結果よりも関東地方の値が高かった。こ

れらの違いは繁殖に係わるパラメーターに地理的変異があることを示唆している。
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Summary 

Reproductive success and growth of nestling of grey starlings (Sturnus cineraceus TEM-

MINCK) were investigated in Tomakomai， Hokkaido from 9 May to 11 June 1983， using nest 
boxes set on the forest observation tower (about 31 m high) which was Iocated in Tomakomai 

Experiment Forest of Hokkaido University. 

(1) Proportion of nest boxes used， c1utch size， brood size， and number of chicks fledged 

were not significantIy different among heights of nest boxes (about 11 m， 18 m and 25 m in 
height). i. e.， grey starlings successfuIIy used the highest nest boxes which were never supplied 
in naturaI conditions. 

(2) There were some di鉦erencesin the successfulness of reproduction between nest boxes 

set at north-east side and those in the other sides of the tower. Number of chicks fledged 

and ratio of them (number of chicks tledgedjclutch size) were smaIIer in the north-east nest 

than in the other nests. 
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(3) Body weight of nestlings Iinearly increased (6 g p釘 day)till 10 days of age， thereafter 
the increase rate became lower (0.8 g per day) and the weight reached a peak (66.19 g) at 20 

days of age. The chicks usually fledged at 22 days of age and the wieght of them at this 

age was smaller (3.54%) than that at peak. 

(4) Nestling periods in the north.east nest， where the r句'roductivevalues WIぽelow， were 
longer or shorter than tho8e in the other nests and the d師 eloppingprocess of ne量生lings(growth 

curve and survival) in the former nests also differed from that in the latter ones. The direction 

of differences from standard， however， varied in llroods of the former nests. 
(5) Clutch size， brood size and number of chicli:s tledged in this study were larger than 
those in Kantoh area. Growth rate of nestlings was low in this study and high in Kantoh 

area. These evidents imply the geometical必fference冒inthe reproductive parameters. 


